
 

 

第７回男女平等推進市民委員会 資料１ 市民意識調査設問案 

 

 

令和元（2019）年8月 

 

ページ数 19 ページ ／ 所要時間 15～25 分 

回答期限 令和元（2019）年 8月26日(月) まで 

 

 

 

●●● 調査ご協力のお願い ●●●  

調査に関するお問い合わせ先 

国立市 政策経営部 市長室 平和・人権・ダイバーシティ推進係 

〒186－8501 国立市富士見台2－47－1 

℡042－576-2111（内256） 午前8時30分～午後5時15分 

 

国立市 多様な性と人権に関する市民意識調査 

コメントの追加 [p1]: 実際は20～30分程度かかりそう。 

次回は10～20分程度におさめたい。 

簡略化のため枝問を減らしたい。 

（前回36問(枝問含むと50問)→次回25問以内か） 

コメントの追加 [p2]: 前回の調査期間は約3週間。 

〆切後の回答も可能な範囲で反映。 

今回も同程度の期間を想定。 
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国立市では、平成31（2019）年月に「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり

基本条例」を制定し、“すべての人を社会的孤立や排除から守り、社会の一員として包み支え合い

共に生きる”というソーシャル・インクルージョンを理念としたまちづくりを推進しております。 

この調査は、市が策定した「国立市第５次男女平等・男女共同参画推進計画（計画期間：平成

28（2016）年度～令和５（2023）年度）」に基づき、計画の中間年度に実態調査と評価を行うため

のものです。今回の調査は、皆様のご意見を市政に反映していくための大切な調査です。 

調査の実施にあたっては、国立市にお住まいで18歳以上の男女3,000人を無作為に選ばせていた

だいております。回答は無記名でお願いします。結果はすべて統計的に処理いたしますので、個

人が特定されることはございません。 

お答えになりにくい質問もあるかと思いますが、市民の皆様お一人おひとりの状況をできるだ

け正確に市政に反映するために、ぜひご協力くださいますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

令和元年８月  国 立 市 

 

 

●●● ご記入にあたってのお願い ●●● 

① 封筒の宛名のご本人様がご記入ください。回答は無記名でお願いをいたします。 

② 黒の鉛筆又は黒ボールペンでご記入ください。 

③  回答は、あてはまる番号などを○で囲んでください。質問によって○をつける数を 

「１つ」「いくつでも」など指定しておりますので、その範囲内でお答えください。 

④ 「その他」にあてはまる場合は、〔    〕内に具体的にご記入ください。 

⑤  記入が終わりましたら、同封の返信用封筒（切手は必要ありません）に入れて、 

８ 月 26 日（月） までにご投函ください。特に理由がない限り、記入漏れがないように 

ご協力ください。返信用封筒に記名の必要はありません。 

 

 

  

コメントの追加 [p3]: 調査目的や活用方法を分かりや

すく記載したい。 

調査タイトルも要検討。 
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女性と男性の平等についてのお考えをおたずねします 

問１ あなたは現在、次のような分野で女性と男性の地位は平等になっていると思いますか。それ

ぞれについて、１～６のうちあてはまる番号に１つずつ○をつけてください。 

 男
性
の
方
が
非

常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
に
な
っ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
女
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

女
性
の
方
が
非

常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

ア. 家庭生活（家事・育児・介護） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ. 職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ. 学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ. 地域社会 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ. 政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ. 法律・制度 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

キ. 社会通念・慣習・しきたり １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ク. 社会全体 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

問２ 次のことについて、１～５のうち、あなたの考えにもっとも近いものの番号に１つずつ○を

つけてください。 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
わ

な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

ア. 男は男らしく、女は女らしくあるべきだ １ ２ ３ ４ ５ 

イ．夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ １ ２ ３ ４ ５ 

ウ．男女が一緒に暮らすのであれば結婚すべきだ １ ２ ３ ４ ５ 

エ. 夫婦は別姓（名字を別にすること）を選択できるべきだ １ ２ ３ ４ ５ 

オ. 同性カップル（女性同士・男性同士のカップル）の法的な
結婚を認めるべきだ 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

問３ 女性が仕事をすることについて、どのようにお考えですか。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。 

  

１．女性は家事・育児に専念し、仕事をもたない方がよい 

２．結婚するまでは仕事をして、結婚後は家事に専念した方がよい 

３．妊娠・出産するまでは仕事をして、妊娠・出産後は家事・育児に専念した方がよい 

４．結婚や妊娠・出産に関わらず、それまでと同じ働き方でずっと仕事をもつ方がよい 

５．妊娠・出産後は、家事・育児と仕事のバランスを取りながら仕事をもつ方がよい 

６．妊娠・出産後は仕事をやめ、子どもが大きくなったら再び仕事をもつ方がよい 

７．その他 〔具体的に：                             〕 

８．わからない 

コメントの追加 [p4]: 【継続予定】 

東京都・他市でも同様の設問が多く、地域差比較に使用

しやすい。 

コメントの追加 [p5]: 【継続予定】 

他市でも同様の設問が多く、地域差比較に使用しやすい。 

コメントの追加 [p6]: 【必要性要検討】 

同様の設問でも市ごとに選択肢が多少異なり、比較しに

くい。 

問２．イ．で概ねくくられるか。 
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教育、子育てについておたずねします 

問４ 女性と男性及び多様な性の平等のため、あなたは学校教育の場では特にどのようなことが必

要だと思いますか。必要だと思うものを３つまで選び、○をつけてください。 

１．女性と男性と多様な性の平等の意識を育てる授業を行う 

２．出席簿や名簿、座席、整列、服装など性別によって分ける慣習をなくす 

３．教職員、管理職（校長・副校長）に向けた研修を行う 

４．人権尊重の立場に立った性教育を充実させる 

５．ＤＶやデートＤＶ、セクシュアル・ハラスメントに関する相談機能を充実させる 

６．管理職（校長・副校長）に女性を増やしていく 

７．文系・理系を問わず希望する進学先に進むための支援を行う 

８．その他 〔具体的に：                             〕 

９．わからない 

 

問５ あなたは子育てに関し何を不安に感じますか。不安だと考えるものを３つまで選び、○をつ

けてください。 

１．親の経済的負担（教育費等）が大きい 

２．親の精神的・肉体的負担が大きい 

３．保育所等の子育てを支援する制度が整って 

いない 

４．自分の時間を確保できない  

５．子育ての負担が母親又は父親に偏っている 

６．子どもの育つ将来の社会に不安がある 

７．子育てと仕事を両立させることは、仕事に 

支障をきたす  

８．地域で子育てを支援する体制がない  

９．職場において育児・介護休業等の支援環境が 

整っていない 

10．その他〔具体的に：         〕 

11．わからない 

 

あなたの家庭やくらしについておたずねします 

問６ あなたのふだんの生活時間についておたずねします。 

平日の１日、あなたが次のようなことに費やす時間は平均してどのくらいですか。それぞれ

について、数値でお答えください。（ない場合は「０」（ゼロ）とご記入ください） 

ア. 家事・育児に費やす時間 〔    時間    分 〕 

イ. 介護に費やす時間 〔    時間    分 〕 

ウ. 仕事（*１）・学業に費やす時間 〔    時間    分 〕 

エ. 通勤・通学に費やす時間（往復） 〔    時間    分 〕 

オ. 社会活動（*２）に費やす時間 〔    時間    分 〕 

カ. 趣味・習い事に費やす時間 〔    時間    分 〕 

キ. 休憩や気晴らし（睡眠時間を含む） 〔    時間    分 〕 

*１ ここでは収入を得る仕事をさします。上司や同僚とのつきあいの時間も含めてお答えください。 

*２ ボランティアや地域活動等をさします。移動時間も含めてお答えください。 

*３ 合計が24時間とならなくてもかまいません。24時間以内でおおよその時間をお答えください。  

コメントの追加 [p7]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

コメントの追加 [p8]: 【必要性要検討】 

子育ての予定がある人への限定的な設問となっている

か。 

コメントの追加 [p9]: 【必要性要検討】 

「仕事・学業に費やす時間」は計画の指標に用いている。 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

参考値は他市調査で把握可能か。 
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結婚している方におたずねします（事実婚（*）の方もお答えください） 

問７ 家庭生活での、夫婦の（またはパートナーとの）役割分担はどのようになさっていますか。

それぞれについて、１～６のうちあてはまる番号に１つずつ○をつけてください。 

 

主
に
自
分
が
行
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

自
分
が
行
う 

自
分
と
パ
ー
ト
ナ
ー

と
同
程
度
で
行
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

パ
ー
ト
ナ
ー
が
行
う 

主
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が

行
う 

該
当
し
な
い
・
わ
か
ら

な
い 

ア. 炊事・洗濯・掃除・買い物などの

家事 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ. 育児（乳幼児の世話）や子どもの

教育、しつけ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ. 家計の管理 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ. 親や家族の介護、看護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ. 子どもが通う保育所・学校等の行

事への参加 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ. 町会・自治会などの地域活動 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

* 事実婚…婚姻届は出していないが、パートナーと共同生活をしていること 
 

 

結婚している方におたずねします（事実婚の方もお答えください） 

問８ 家庭生活での、夫婦の（またはパートナーとの）役割分担はどのように分担することが望ま

しいと考えますか。それぞれについて、１～６のうちあてはまる番号に１つずつ〇をつけてく

ださい。 

 
主
に
自
分
が
行
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

自
分
が
行
う 

自
分
と
パ
ー
ト
ナ
ー

と
同
程
度
で
行
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

パ
ー
ト
ナ
ー
が
行
う 

主
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が

行
う 

該
当
し
な
い
・
わ
か
ら

な
い 

ア. 炊事・洗濯・掃除・買い物などの

家事 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ. 育児（乳幼児の世話）や子どもの

教育、しつけ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ. 家計の管理 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ. 親や家族の介護、看護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ. 子どもが通う保育所・学校等の行

事への参加 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ. 町会・自治会などの地域活動 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

  

コメントの追加 [p10]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

参考値は他市調査で把握可能か。 

コメントの追加 [p11]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

参考値は他市調査で把握可能か。 
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問９ 育児休業・介護休業は男女とも取得できることが法律で認められています。育児休業・介護

休業の取得の実態をおたずねします。 
あなたは育児休業を取得したことがありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．取得したこと

がある（取得中も

含む）  

 

２．取得条件を満た

しているが、取得し

たことがない 

➡ 問9－3へ 

３．取得条件に

該当しない 

４．出産時に退職

したため取得して

いない 

５．制度を知らない 

 

 

取得したことがある方（問９で１と回答した方）におたずねします 

問９－１ 育児休業の取得期間の長さを教えてください。あてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。複数回取得したことがある方は、取得した中で最長の期間に〇をつけてください。 

１．１日以上１週間未満 

２．１週間以上２週間未満 

３．１ヶ月未満 

４．１ヶ月以上３ヶ月未満 

５．３ヶ月以上６ヶ月未満 

６．６ヶ月以上１年未満 

７．１年以上２年未満 

８. ２年以上 

９. その他〔       〕 

 

 

取得したことがある方（問９で１と回答した方）におたずねします 

問９－２ 育児休業を取得したなかであなたが不満に感じたことはありますか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

１．取得日数が希望通りではなかった 

２．取得のタイミングが希望通りではなかった 

３．職場が育児休業を取得しづらい雰囲気だった 

４．休業中又は復職する際の職場のサポート体制

が十分ではなかった 

５．収入が下がった 

６．復職後のキャリア形成に影響が出た 

７．交友関係が狭まった 

８．その他 〔具体的に：         〕 

９．不満に感じたことはない 

 

 

取得条件を満たしているが、取得したことがない方（問９で２と回答した方）におたずねします。 

問９－３ 育児休業を取得しなかった理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

１．家庭に育児をしてくれる人が別にいたから 

２．自分の仕事内容に支障が出るから 

３．自分のキャリア形成（出世や昇進等）に支障

が出るから 

４．取得することで収入が下がるから 

５．職場が育児休業を取得しづらい雰囲気だから 

６．休業中又は復職する際の職場のサポート体制が

十分ではないから 

７．取得する必要性を感じなかったから 

８．その他 〔具体的に：        〕  

９．わからない、覚えていない 

  

問9－1、 

問9－2へ 

コメントの追加 [p12]: 【必要性要検討】 

男性の取得率は計画の指標としている。 

過去全体での取得経験等をたずねているため、現状の実

態は分からない。 

コメントの追加 [p13]: 【必要性要検討】 

過去全体での取得経験等をたずねているため、現状の実

態は分からない。 

コメントの追加 [p14]: 【必要性要検討】 

過去全体での取得経験等をたずねているため、現状の実

態は分からない。 

コメントの追加 [p15]: 【必要性要検討】 

過去全体での取得経験等をたずねているため、現状の実

態は分からない。 
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問10 あなたは介護休業（介護のために一定期間休業できる制度）を取得したことがありますか。

あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．取得したことが

ある 

２．取得条件を満た

しているが、取得し

たことがない 

３．取得条件に該

当しない 

４．介護が理由で

退職したため取得

していない 

５．制度を知らな

い又は知らなかっ

た 

 

問11 これまで、高齢者や病人の介護は、女性に負担が偏りがちでしたが、男性の介護への参加を

進めるためには、どのようなことが重要だと思いますか。重要と思うものを３つまで選び、○

をつけてください。 

１．性別を問わず介護を行うという社会意識を醸成する 

２．女性が一方的に介護を担うことがないよう、家族間で介護の分担について話し合う 

３．男性の介護参加のための啓発活動を進める 

４．介護について気軽に相談できるような窓口を整える 

５．日常的に介護者同士が話し合える地域のネットワークづくりを進める 

６．介護サポーターや入所施設等の地域における支援を充実させる 

７．労働時間の短縮、在宅勤務、フレックスタイムの導入、介護休暇取得など就業環境を整える 

８．その他 〔具体的に：                             〕 

９．わからない 

 

 

あなたの仕事に関することについておたずねします 

問12 あなたは現在、収入を伴う仕事をしていますか。出産や育児・介護のために休んでいる場合

（育児・介護休業）は働いているとお答えください。ただし、学生で学費や生活費のためにア

ルバイトをしている場合は「３」、それ以外（お小遣いや趣味など）のためにアルバイトをして

いる場合は「５」です。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．自由業・自営業・家族従業員として働いている 

２．正社員として雇用されている 

３．契約社員・派遣・パート・アルバイト等として雇用されている 

４．その他（具体的に：          ） 

５．仕事をもっていない（主夫・主婦・その他）           ➡ 問12－2へ  

       

  

問 12 － 1

へ 

コメントの追加 [p16]: 【必要性要検討】 

過去全体での取得経験等をたずねているため、現状の実

態は分からない。 

コメントの追加 [p17]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

参考値は他市調査で把握可能か。 

コメントの追加 [p18]: 【必要性要検討】 

問１２－１のクロス分析に用いられている。 
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 収入を伴う仕事をされている方（問12で１～４と回答した方）におたずねします  

問12－１ あなたの職場では、仕事の内容や待遇面で次のようなことがありますか。あてはまる番

号すべてに○をつけてください。 

１．性別により募集や採用に違いがある 

２．性別により賃金、昇給や昇進、昇格に違いがある 

３．育児・介護休業の取得は難しい雰囲気がある 

４．長時間労働、サービス残業、休日出勤が頻繁にある 

５．女性の能力・業績が正しく評価されない 

６．補助的業務への配置は主に女性である 

７．女性は結婚や出産を機に、退職しなければならないような雰囲気がある 

８．女性は研修（教育・訓練）を受ける機会が少ない 

９．セクシュアル・ハラスメントが放置され、被害者に適切な対応がない 

10．その他 〔具体的に：                             〕 

11．特にない 

 

 

仕事をもっていない方（問12で５と回答した方）におたずねします  

問12－２ あなたは、これから働きたいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．働きたい 

２．一定の負担、特定の条件の中で働きたい 

➡ 問12－3へ  

３．働きたくない 

４．わからない 

 

 

問12－２で働きたいと回答した方（１または２と回答した方）におたずねします 

問12－３ あなたが働く上で現在困っていることはどのようなことですか。主なものを３つまで選

び、○をつけてください。 

１．希望する職業の募集や採用が少ないこと 

２．就職先の条件（年齢、待遇など）や仕事の内容が合わないこと 

３．働くにあたって家族の理解・協力が得られないこと 

４．介護・看護の必要な家族がいること 

５．適切な保育所・託児施設が見つからないこと 

６．仕事を始めるにあたって資金などの条件が不足していること 

７．自分の健康や体力に自信がないこと 

８．自分の能力や就職のための技能を磨くことができないこと 

９．就職に関する相談先が分からないこと 

10．その他 〔具体的に：                             〕 

11．特にない 

 

  

コメントの追加 [p19]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

参考値は他市調査で把握可能か。 

コメントの追加 [p20]: 【必要性要検討】 

コメントの追加 [p21]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

参考値は他市調査で把握可能か。 
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社会的な活動についておたずねします 

問13 あなたは現在、学業又は仕事以外に社会的な活動をしていますか。また、今後行ってみたい

社会的な活動は何ですか。それぞれについて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（１）現在行っている活動 

１．自治会等の活動 

２．ＰＴＡや子ども会の活動 

３．趣味・スポーツ・学習に関するグループ活動 

４．共同保育等子どもの保育や教育にかかわる活動 

５．外国人との交流、ボランティア等の国際活動 

６．消費生活（*）や環境保護等の住民活動 

７．福祉ボランティア活動 

８．審議会等の政策決定にかかわる活動 

９．その他 

〔具体的に：            〕 

10．特にない 

 

＊ 消費生活…自分にとって必要な商品やサービスを購入してそれを消費する生活 

 

（２）今後行ってみたい活動 

 

問14 市議会や審議会への女性の参画についておたずねします。平成31（2019）年４月時点で、国

立市における市議会議員のなかに占める女性の数は21人中8人（38.0％）、審議会等の委員に占

める女性委員の数は629人中188人（29.9％）です。 

あなたは国立市の公職につく女性の数についてどうお考えになりますか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。 

１．今のままでよい 

２．もう少し増えた方がよい 

３．男女半々くらいまで増えた方がよい 

４．男性を上回るほど女性が増えた方がよい 

５．人数（割合）にこだわる必要はない 

６．その他 〔具体的に：          〕 

７．わからない 

 

  

１．自治会等の活動 

２．ＰＴＡや子ども会の活動 

３．趣味・スポーツ・学習に関するグループ活動 

４．共同保育等子どもの保育や教育にかかわる活動 

５．外国人との交流、ボランティア等の国際活動 

６．消費生活や環境保護等の住民活動 

７．福祉ボランティア活動 

８．審議会等の政策決定にかかわる活動 

９．その他 

〔具体的に：            〕 

10．特にない 

 

コメントの追加 [p22]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

参考値は他市調査で把握可能か。 

コメントの追加 [p23]: 【修正検討】 

次期計画策定時の参考にしたい。 

 

【設問案】 

Ｑ．国立市では、審議会の委員に占める男女比の数値目

標を、「男女ともに３０％以上」としています。あなた

の意見に最も近いもの１つに○をつけてください。 

１．現状の数値目標のままでいい。 

２．現状より高く数値目標を設定すべき（４０％以上等） 

３．数値目標は必要ない 

４．わからない 
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人権をおびやかす行為についておたずねします 

問15 年齢、性別、性自認（*１）、性的指向（*２）、しょうがいの有無、国籍、民族、宗教、部落

出身などを理由にしたあらゆる差別は、基本的人権の侵害であり、是正されるべきだと思いま

すか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．もっともだと思う ２．そうは思わない ３．どちらとも言えない 

*１ 性自認…自分の性に対する自己認識（自分が男性又は女性であるか、中間であるか等）。 

*２ 性的指向…人の恋愛や性的関心がどのような性を対象とするか（異性愛、同性愛、両性愛等）。 

  

問16 あなたは、今までにパートナー（配偶者や交際相手など）からの暴力を受けた（と感じる）

ことがありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．パートナー（配偶者や交際相手など）からの

暴力を受けたことがある 

➡ 問16－1、問16－2、問16－3へ  

 ２．パートナー（配偶者や交際相手など）から

の暴力を受けたことがない 

 

 

問16で１（パートナー（配偶者や交際相手など）からの暴力を受けたことがある）と回答した方に

おたずねします  

問16－１ あなたはパートナー（配偶者や交際相手など）から次のような行為をされたことがあり

ますか。ア～オの項目について、あてはまる番号に１つずつ○をつけてください。 
 

何

度

も

あ
っ
た 

１
、
２
度

あ
っ
た 

ま
っ
た
く

な
い 

ア．身体的暴力（殴られる、蹴られる、物を投げられる、突き飛ばされる、

首を絞められる、タバコを押し付けられる、など） 
１ ２ ３ 

イ．精神的暴力（大声で怒鳴られる、無視される、日常的に罵る・蔑む言

葉を言われる、脅迫される、身体的な暴力を振るうそぶりをされる、

「誰のおかげで生活できるのか」などと言われる、など） 

１ ２ ３ 

ウ．性的暴力（性的行為を強要される、ポルノビデオ・アダルトサイトを

見せられる・避妊に協力をしてもらえない・中絶を強要されるなど） 
１ ２ ３ 

エ．経済的暴力（生活費を渡されない、生活費を過度に要求される、貯金

を勝手に使われる、無理な仕事をさせられる、外で働き収入を得るこ

とを妨害される、など） 

１ ２ ３ 

オ．社会的暴力（交友関係や行き先、電話・郵便物・メールの内容を細か

く監視される、外出や親族・友人との付き合いを制限される、など） 
１ ２ ３ 

                                                               

 

 

  

コメントの追加 [p24]: 【必要性要検討】 

計画の指標に用いている。 

様々な属性に対する差別をひとくくりにしており、結果

を参考にしづらい。 

コメントの追加 [p25]: 【修正検討】 

経験の時期が最近なのか昔なのか分からない。 

 

【設問案】 

Ｑ．あなたは、今までに配偶者、パートナー、交際相手

からの暴力を受けた（と感じる）ことがありますか。そ

れぞれについてあてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

ア．身体的暴力（具体例～） 

イ．精神的暴力（具体例～） 

ウ．性的暴力（具体例～） 

エ．経済的暴力（具体例～） 

オ．社会的暴力（具体例～） 

１．ある（３年以内にあった） 

２．ある（３年以内にはなかった） 

３．今まで一度もない 

コメントの追加 [p26]: 【別の設問に統合】 

問１６に統合。 
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問16で１（パートナー（配偶者や交際相手など）からの暴力を受けたことがある）と回答した方に

おたずねします 

問16－２ パートナー（配偶者や交際相手など）から暴力を受けているときに子どもや他の家族は

どうしていますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．止めようとして割って入る 

２．子どもや家族も暴力を受ける 

３．他の場所に逃げる 

４．近隣、家族、知人等に助けを求めにいく 

５．警察や相談機関に連絡する 

６．特に何もしない 

７．パートナー（配偶者や交際相手など）と二人きり

のとき以外は暴力を受けない  

８．その他〔具体的に：         〕 

 

問16で１（パートナー（配偶者や交際相手など）からの暴力を受けたことがある）と回答した方に

おたずねします  

問16－３ 暴力を受けたとき、どなたかに相談をしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

 

 

 問16－３で12（相談しなかった（できなかった））と回答した方におたずねします  

問16－４ その理由としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．相談する人がいなかったから 

２．どこに相談してよいのかわからなかったから 

３．相談しても解決しないと思ったから 

４．相談したことがわかると、自分または子どもや家族に危害が及ぶ・仕返しを受けると思ったから 

５．自分さえ我慢すれば、このままやっていけると思ったから 

６．自分にも悪いところがあると思ったから 

７．自分が受けている行為が暴力だとは認識していなかったから 

８. パートナー又は子どもの親を犯罪者にしたくないから 

９．その他 〔具体的に：                             〕 

 

  

１．警察 

２．国立市の相談窓口 

３．東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラザ・東京

都女性相談センター・東京都女性相談センター多

摩支所） 

４．法務局の人権相談窓口・人権擁護委員の相談 

５．裁判所 

６．民生委員・児童委員 

７．民間相談機関（弁護士・法テラス・民間シェ

ルター・ＮＰＯ・支援団体など） 

８．医師・看護師・カウンセラ―等 

９．家族・親戚 

10．友人・知人 

11．その他 〔具体的に：         〕 

12．相談しなかった（できなかった） 

➡ 問16－4へ  

コメントの追加 [p27]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

コメントの追加 [p28]: 【修正検討】 

前回調査で回答が少なった相談先は、削除・統合 

 

【設問案】 

Ｑ．暴力を受けたことがあると回答した方におたずねし

ます。暴力を受けたとき、どなたかに相談をしましたか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。（「３年以

内にあった」、「３年以内になかった」に分けてたずねる） 

１．家族・親戚 

２．友人・知人 

３．民間相談機関（弁護士・医師・ＮＰＯ等） 

４．行政の相談窓口 

５．その他（     ） 

６．誰にも相談しなかった（できなかった） 

コメントの追加 [p29]: 【必要性要検討】 

前回調査では対象者が３７名で分析がしづらい。 

全体に対して、相談先を認知しているかをたずねるほう

がいいか。 
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問17 子どもが両親間等の暴力を目撃することは心理的虐待にあたります。心理的虐待、性犯罪、

パートナー（配偶者や交際相手など）からの暴力をなくすために、どのようなことを行ってい

くべきだと思いますか。あてはまると思われるものを３つまで選び、○をつけてください。 

１．被害者のための相談や救済・支援等を充実させる 

２．家庭・学校における女性と男性及び多様な性の平等や性についての教育を充実させる 

３．市民活動を支援し、暴力に対する世論を高める 

４．テレビなどのメディアの倫理規定の強化の働きかけや規制を進める 

５．過激な表現を含むＤＶＤ、ゲーム、映画などのソフトの販売や貸出を制限する 

６．法律・制度の制定や見直しを行う 

７．犯罪の取り締まりを強化する 

８．行政や警察が啓発活動を積極的に行う 

９．学校教育における啓発プログラムを行う 

10．加害者を対象とした更生プログラムを充実させる 

11．その他 〔具体的に：                            〕 

12．特に対応の必要はない 

13．わからない 

 

 

問18 あなたは、職場（飲み会の席を含む）、学校、社会的活動の場等においてセクシュアル・ハラ

スメント（*）を受けたり、見聞きしたりした経験がありますか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

１．自分が直接受けた経験がある 

２．セクシュアル・ハラスメントを受けた女性を知っている 

３．セクシュアル・ハラスメントを受けた男性を知っている 

４．その他 〔具体的に：                             〕 

５．受けたこと・見聞きしたことがない 

* セクシュアル・ハラスメント 

● 性的な言動の例・・・・・性的な事実関係を尋ねること、性的な冗談やからかい、食事やデートへの執拗な誘い、

性的な内容のうわさを流布すること、個人的な性的体験談を話すこと 等 

● 性的な行動の例・・・・・・・性的な関係を強要すること、必要なく身体に接触すること、雑誌等の卑わいな写

真・記事等をわざと見せたり読んだりすること、強制わいせつ行為 等 

  

コメントの追加 [p30]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

コメントの追加 [p31]: 【必要性要検討】 

計画の指標に用いている。 

調査結果を施策にどう活かせるか。 



 - 12 - 

 

問19 あなたは、職場（飲み会の席を含む）、学校、社会的活動の場等におけるセクシュアル・ハラ

スメントをなくすために、どのようなことが必要だと思いますか。必要と思われるものを３つ

まで選び、○をつけてください。 

１．自分が不快だと思うことを相手に対してはっきりと伝えること  

２．「性別・性的指向が異なる人も仕事上の対等なパートナーである」という意識をもつこと 

３．職場でのセクシュアル・ハラスメント防止研修 

４．職場において相談や苦情処理の窓口をつくること 

５．労働組合などが相談に乗る体制をつくること 

６．職場の就業規則にセクシュアル・ハラスメントを禁止する条項を設けること 

７．行政や弁護士等の職場外の相談窓口を充実させること 

８．行政がセクシュアル・ハラスメント防止のための啓発活動を行うこと 

９．学校教育における啓発プログラムを行うこと 

10．その他 〔具体的に：                             〕 

11．わからない 

 

 

LGBTなどのセクシュアル・マイノリティを含む、性別に関する考え方についておたずねし

ます。 

問20 「LGBT（セクシュアル・マイノリティ）」という言葉を知っていますか。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．「LGBT」或いは「セクシュアル・マイノリティ」という言葉の意味を知っている 

２．「LGBT」或いは「セクシュアル・マイノリティ」という言葉を聞いたことがある 

３．「LGBT」或いは「セクシュアル・マイノリティ」という言葉を聞いたことがない 

* LGBT（エル・ジー・ビー・ティー）…レズビアン（Lesbian:同性愛者の女性）、ゲイ（Gay：同性愛者の男性）、バ

イセクシュアル（Bisexual：女性と男性の両方を好きになる両性愛者）、トランスジェンダー（Transgender：生

まれたときの性別とは異なる性を自認する人）の頭文字をとった言葉。 

   * セクシュアル・マイノリティ…性的少数者のこと。 

 

 

問21 LGBT などのセクシュアル・マイノリティの方が日常生活を営む上で、直面している課題と思

われるものを、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．学校生活（学校の制服、宿泊行事、トイレ、更衣室、プール） 

２．就労(採用試験、更衣室、トイレ、結婚休暇や介護休暇などの福利厚生制度) 

３．住宅（住宅の入居拒否） 

４．医療（パートナーの手術の同意、安否情報の提供、看護） 

５. 民間サービス（家族と同等のサービス提供（家族割引・生命保険の受け取りなど） 

６．死別（葬儀への出席、遺産相続） 

７．その他 〔具体的に：                             〕 

８．直面している課題はないと思う。  

 

  

コメントの追加 [p32]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

コメントの追加 [p33]: 【別の設問に統合】 

問２３に統合。 

コメントの追加 [p34]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%82%BA%E3%83%93%E3%82%A2%E3%83%B3
http://en.wikipedia.org/wiki/Lesbian
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B2%E3%82%A4
http://en.wikipedia.org/wiki/Gay
http://en.wikipedia.org/wiki/Bisexuality
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%80%E3%83%BC
http://en.wikipedia.org/wiki/Transgender
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問22 あなたは今までに自分が性のあり方について悩んだり、周りの人が悩んでいるのを見聞きし

たりした経験がありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．性自認（*１）について悩んでいる（悩んだことがある） 

２．性的指向（*２）について悩んでいる（悩んだことがある） 

３．カミングアウト（*３）を受けて悩んでいる（悩んだことがある） 

４. アウティング（*４）をされて悩んでいる（悩んだことがある） 

５．周りの人が性自認、性的指向、カミングアウト、アウティング等について悩んでいる 

（悩んでいたことがある） 

６．そのような経験はない 

７．その他 〔具体的に：                             〕 

*１ 性自認…自分の性に対する自己認識（自分が男性又は女性であるか、中間であるか等） 

*２ 性的指向…人の恋愛や性的関心がどのような性を対象とするか（異性愛、同性愛、両性愛等）。 

*３  カミングアウト…自らの性のあり方（性自認、性的指向等）を自覚し、それを誰かに開示すること。 

*４ アウティング…本人の性のあり方（性自認、性的指向等）を、同意なく第三者に暴露すること。 

 

 

国や自治体の取組についておたずねします。 

問23 あなたは、次のような法律や市の施策などについて知っていますか。ア～コの項目について、

あてはまる番号に１つずつ○をつけてください。 

 

内
容
を
よ
く
知
っ
て
い
る 

概
要
ま
で
一
応
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
は
あ
る 

全
く
知
ら
な
い 

ア．男女共同参画社会基本法 １ ２ ３ 4 

イ．女子差別撤廃条約 １ ２ ３ ４ 

ウ．男女雇用機会均等法 １ ２ ３ ４ 

エ．育児・介護休業法 １ ２ ３ ４ 

オ．ストーカー規制法 １ ２ ３ ４ 

カ．配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律 １ ２ ３ ４ 

キ．女性活躍推進法 １ ２ ３ ４ 

ク. 国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基

本条例 
１ ２ ３ ４ 

ケ．国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例 １ ２ ３ ４ 

コ．国立市第５次男女平等・男女共同参画推進計画 １ ２ ３ ４ 

 

コメントの追加 [p35]: 【修正検討】 

セクシュアル・マイノリティ当事者の割合が把握できる

設問にしたい。 

「身近にはいない」の割合を、次期計画の指標とできる

か。 

 

【設問案】 

Ｑ．あなたの身近な方にＬＧＢＴの方(ＬＧＢＴである

とあなたが知っている方)はいますか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

１．家族 

２．親戚 

３．友人・知人 

４．職場の方・近所の方 

５．身近にはいない 

６．自分自身がＬＧＢＴ当事者である 

※ＬＧＢＴの定義を記載 

コメントの追加 [p36]: 【設問修正予定】 

他市と国立市との差を比較しやすい用語、次期計画期間

で認知度の変化が把握しやすい用語を中心にたずねた

い。 

 

【設問案】 

Ｑ．以下の語句の意味や内容を知っていますか。それぞ

れについて、あてはまる番号に１つずつ○をつけてくだ

さい。 

ア．ＳＯＧＩ（ソジ） 

イ．ＬＧＢＴ（セクシュアル・マイノリティ） 

ウ．アウティング 

エ．ＳＲＨＲ（セクシュアル・リプロダクティブ・ヘル

ス／ライツ） 

オ．国立市女性と男性及び多様な性の平等参画を推進す

る条例 

カ．国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづ

くり基本条例 

１．意味や内容を知っている 

２．見聞きしたことがあるが、意味や内容は知らない 

３．見聞きしたことがない 
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問24 国立市では、女性と男性及び多様な性の平等参画を推進する拠点施設として、JR国立駅高架

下に「くにたち男女平等参画ステーション パラソル」を平成30(2018)年５月に開設しています。

あなたは、くにたち男女平等参画ステーションを利用したことがありますか。あてはまる番号

１つに○をつけてください。 

１．知っていて、利用したことがある 

２．知っているが、利用したことはない 

３．知らない     

４．その他〔具体的に：                                                    〕  

 

 
問25 女性と男性及び多様な性の平等参画の推進に向け、今後国立市はどのようなことに力を入れ

ていくべきだと思いますか。あてはまると思われるものを３つまで選び、○をつけてください。 

１．学校における女性と男性及び多様な性の平 

等教育 

２．広報・啓発活動 

３．健康・福祉、労働などの相談事業 

４．性別に関係なくすべての人々がともに働き 

やすい環境づくり 

５．起業（新しく事業をはじめること）など女 

性の多様な働き方への支援 

６．ＮＰＯ（非営利市民団体）活動の育成・支 

  援 

７．女性と男性及び多様な性の平等参画に関する 

調査・研究 

８．審議会等の政策決定の場への女性参画推進 

９．地域活動やボランティア活動の促進 

10．子育て・高齢者問題等福祉の充実 

11．東京都や国等との連携 

12．その他  

〔具体的に：              〕 

13．特にない 

 

 

問26 国立市が、同性カップルのパートナーシップを証明する制度を導入するとしたら、あなたは

賛成ですか反対ですか。あなたのお考えに最も近いもの１つに○をつけてください。 

１．賛成 ２．やや賛成 ３．やや反対 ４．反対 

 

  

コメントの追加 [p37]: 【修正検討】 

利用の形態を把握したい。 

 

【設問案】 

Ｑ．くにたち男女平等参画ステーション・パラソルを知

っていますか。また、３年以内に利用したことがありま

すか。あてはまる番号に１つ○をつけてください。 

１．知っていて、３年以内に利用したことがある 

２．知っているが、３年以内に利用したことはない 

３．知らない 

※展示を見たり、情報誌を読んだりすることも利用に含

みます。 

 

Ｑ．問２４で１（くにたち男女平等参画ステーション・

パラソルを３年以内に利用したことがある）と回答した

方にうかがいます。それぞれの利用経験について、あて

はまる番号に１つずつ○をつけてください。 

ア．講座や交流会に参加した 

イ．相談を利用した 

ウ．情報誌を読んだ 

エ．展示を見た 

１．３回以上ある ２．１～２回ある ３．ない 

コメントの追加 [p38]: 【必要性要検討】 

調査結果を施策にどう活かせるか。 

コメントの追加 [p39]: 【修正検討】 

調査結果が施策に活かされそうな実感を得られる設問

を増やしたい。以下の施策以外にも追加したい。 

 

【設問案】 

Ｑ．国立市が以下の施策に取り組むことへのご意見をう

かがいます。それぞれについて、あてはまる番号に１つ

ずつ○をつけてください。 

ア．パートナーシップ制度に関する取組み 

イ．市立小中学校のトイレ等での生理用品の無料設置 

ウ．公共施設等での生理用品（災害備蓄品等）の無料配

布 

※各施策の説明を記載 

１．賛成  ２．どちらかといえば賛成 

３．どちらかといえば反対  ４．反対 

５．わからない 



 - 15 - 

あなたのことについてもう少しおたずねします 

Ｆ１ あなたの性別は次のどちらですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。［出生時の戸

籍・出生届の性別］ 

１．女性 ２．男性 

*「出生時」とは、生まれたときにもっとも近い時点のことを指します。 

 

Ｆ２ あなたは今のご自分の性別を、出生時の性別（上で○をつけたもの）と同じだととらえてい

ますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。左側で２や３に〇をした方は、今の認識

についてもお答えください。 

 

１．出生時の性別と同じ 

２．別の性別だととらえている 

３．違和感がある 

 

 

Ｆ３ 次の中で、あなたにもっとも近いと思うもの１つに○をつけてください。 

１．異性愛者、すなわちレズビアン・ゲイ等では

ない 

［異性のみに性愛感情を抱く人］ 

２．レズビアン・ゲイ・同性愛者 

［同性のみに性愛感情を抱く人］ 

３．バイセクシュアル・両性愛者 

［男女どちらにも性愛感情を抱く人］ 

４．無性愛者 

［誰に対しても性愛感情を抱かない人］ 

５．決めたくない・決めていない 

６．質問の意味がわからない 

７．答えたくない 

 

Ｆ４ あなたの年代は次のうちどれですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．18～19歳 

２．20～24歳 

３．25～29歳 

４．30～34歳 

５．35～39歳 

６．40～44歳 

７．45～49歳 

８．50～54歳 

９．55～59歳 

10．60～64歳 

11．65～69歳 

12．70歳以上 

 

 

Ｆ５ あなたは外国にルーツがありますか（外国籍である、父母や祖父母に外国出身の方がいる等）。

あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．外国にルーツがある ２．外国にルーツはない ３．答えたくない 

 

  

今の認識にもっとも近い性別（〇は1つ） 

１．女性  

２．男性  

３．その他［具体的に：        ］ 

コメントの追加 [p40]: 【修正検討】 

前回調査では戸籍上の性別に基づきクロス分析を行っ

ているが、性自認によるクロス分析のほうが適切か。「性

自認」を知らない人も答えやすい設問としたい。「その

他」の表現は適切か。 

 

【設問案】 

Ｑ．あなたの性別（※）は次のうちどれですか。もっと

も近いもの１つに○をつけてください。 

１．女性 

２．男性 

３．どちらにもあてはまらない 

※原則として戸籍の性別を指します。戸籍の性別と自認

する性別が異なる場合は自認する性別を指します。 

コメントの追加 [p41]: 【必要性要検討・別の設問に統

合検討】 

該当数が少なく、結果を判断しづらい。具体的な割合は

他調査を参考することとし、本調査では把握しなくてよ

いか。 

問２２に統合（ＬＧＢＴ全体の割合） 

コメントの追加 [p42]: 【必要性要検討・別の設問に統

合検討】 

該当数が少なく、結果を判断しづらい（前回調査は異性

愛者が約７８％）。具体的な割合は他調査を参考するこ

ととし、本調査では把握しなくてよいか。 

問２２に統合（ＬＧＢＴ全体の割合） 

コメントの追加 [p43]: 【継続予定】 

コメントの追加 [p44]: 【必要性要検討】 

クロス分析に用いられていない。 

該当数が少なく、分析は困難か。 
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Ｆ６ あなたの家族構成は次のうちどれですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．一人暮らし世帯 

２．夫婦のみ世帯（事実婚、同性パートナーを含

む） 

３．核家族（親と未婚の子が同居） 

４．二世代世帯（親と子ども世帯が同居） 

５．三世代世帯（親と子どもと孫が同居） 

６．その他 〔具体的に：         〕 

          ➡ F6－1、F6－2へ  

      

 

Ｆ６で２～６と回答した方におたずねします 

Ｆ６－１ あなたの家族の中には、同居・非同居にかかわらず、高齢者や病人等の介護を必要とし

ている方がいますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．自分自身 

２．自分の親族 

３．配偶者またはパートナーの親族 

４．その他 〔具体的に：          〕 

５．いない 

 

Ｆ６で２～６と回答した方におたずねします 

Ｆ６－２ あなたの家族の中には、同居・非同居にかかわらず、しょうがいがある方はいますか。

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．自分自身 

２．自分の親族 

３．配偶者またはパートナーの親族 

４．その他 〔具体的に：          〕 

５．いない 

 

Ｆ７ あなたは配偶者（事実婚のパートナーを含む）がいますか。現在の状況についてあてはまる

番号１つに○をつけてください。法律婚・事実婚は問いません。 

１．いる         ➡ F7－1へ  ２．いない  

    

  

Ｆ７で１と回答した方におたずねします  

Ｆ７－１ おふたりの働き方は次のうちどれですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．自分又はパートナーだけが働いている 

２．共働きである 

３．どちらも働いていない 

４．その他 〔具体的に：          〕 

 
 
 

  

コメントの追加 [p45]: 【設問修正検討】 

パートナーシップ制度の対象となる同性カップルや事

実婚世帯の割合を把握したい。 

 

【設問案】 

Ｑ．あなたの同居家族について、あてはまるものをすべ

て選択してください。 

１．同居家族はいない 

２．配偶者（法律婚）がいる 

３．異性のパートナー（事実婚）がいる 

４．同性のパートナーがいる 

５．未成年の子どもがいる 

６．成人の子どもがいる 

７．自身、配偶者またはパートナーの親がいる 

８．どれにもあてはまらない 

※異性・同性は戸籍上の性別を指します。 

コメントの追加 [p46]: 【必要性要検討】 

問１１（男性の介護への参加）でのクロス分析に用いら

れている。 

 

コメントの追加 [p47]: 【必要性要検討】 

問１１（男性の介護への参加）でのクロス分析に用いら

れている。 

コメントの追加 [p48]: 【必要性要検討】 

 

コメントの追加 [p49]: 【必要性要検討】 

問６（生活時間）、問７・８（夫婦の役割分担）、問１１

（男性の介護への参加）、問１３（社会的活動）のクロ

ス分析に用いられている。 
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Ｆ８ あなたにお子さんは何人いますか。別居の方も含めてお答えください。次のうちあてはまる

番号１つに○をつけてください。 

１．子どもはいない 

２．１人 

３．２人 

４．３人 

５．４人 

６．５人以上〔具体的に：      人 〕 

➡ F8－1へ  

    

 

 Ｆ８で２～６と回答した方におたずねします  

Ｆ８－１ あなたの家庭には、次に該当する方がいらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

１．未就学児 

２．小学１～３年生 

３．小学４～６年生 

４．中学生 

５．高校生 

６．大学生 

７．社会人以上 

  

 

Ｆ９ あなたは国立市に何年お住まいですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．１年未満 

２．１～３年未満 

３．３～５年未満 

４．５～10年未満 

５．10～20年未満 

６．20年以上 

 

 

Ｆ１０ あなたがお住まいの地域はどちらですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．北 

２．東 

３．中 

４．西 

５．富士見台 

６．谷保 

７．青柳 

８．石田 

９．泉 

 

  

コメントの追加 [p50]: 【必要性要検討】 

問５（子育てに関する不安）、問６（生活時間）のクロ

ス分析に用いられている。 

コメントの追加 [p51]: 【必要性要検討】 

クロス分析に用いられていない。 

コメントの追加 [p52]: 【必要性要検討】 

クロス分析に用いられていない。 

居住歴は年齢との相関が強く、参考にしづらいか。 

コメントの追加 [p53]: 【必要性要検討】 

問１３（社会的な活動）のクロス分析に用いられている。 

ほかはパラソルの利用経験の分析などにしか、活用想定

がないか。 
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最後に、女性と男性及び多様な性の平等についてのご意見を自由にお書きください 

あなたが日頃、女性と男性及び多様な性の平等について感じていること、困っていること、国立

市に希望すること、今後期待するイベントなどをご自由にお書きください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

ご記入後のアンケートは返信用封筒に入れ、８月26日（月）までにご投函ください。 

お手数をおかけしますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

（このアンケ―トや封筒には、お名前やご住所を記入しないでください。） 

 

  

コメントの追加 [p54]: 意識調査がどう活かされるか分

からない、高齢者に関係ない設問が多いといった意見が

あった。（報告書１７２ページ） 



 - 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みごとは市の相談窓口へ 

●ひとり親家庭等の相談 

母子・父子自立支援員がひとり親家庭等の相談に応じています。 

国立市子ども家庭部 子育て支援課 子育て支援係 電話：042-576-2111(内線168,414) 

（午前8時30分～午後5時15分／土日・祝日・年末年始を除く毎日) 

●女性相談 

女性が抱えている悩みごとの相談に応じています。 

 国立市政策経営部市長室男女平等・女性支援担当 電話：042-576-2111（内線403） 

（午前8時30分～午後5時15分／土日・祝日・年末年始を除く毎日) 

●夜間・休日女性相談（電話相談） 

 市役所の閉庁時に、国立市在住の女性のための電話相談を行っています。 

電話：070-2632-1078 

（平日午後7時～午後10時）（土日・祝日・年末年始：午後5時～午後10時）*受付は終了15分前まで 

●生きかた相談室等（くにたち男女平等参画ステーション） 

 暮らしの中で抱える様々な問題についてお話を伺い、解決に向けて共に考えます。相談員による日々の 

相談の他、専門相談員による相談（要予約）も行っています。 

 電話：042-501-6990（問合せ）、042-501-6996（相談専用） 

 

配偶者間等での暴力についての相談(ＤＶ相談)  

ＤＶ被害者は心身への危害・危険があるだけでなく、無力感や PTSD（心的外傷後ストレス障害）

など将来にも影響が起こりえます。また、子どもにとってＤＶを目撃すること自体が心理的虐

待に当たり、ＤＶが起こっている家庭では子供自身も直接的な暴力を受けている場合が少なく

ありません。ＤＶでは？と感じたらご相談・ご連絡ください。 

●東京都女性相談センター（女性用） 

 電話：03-5261-3110(午前9時～午後8時／土日・祝日・年末年始を除く毎日) 

 ＊緊急の場合は03-5261-3911(夜間・休日のみ) 

●東京都女性相談センター多摩支所（女性用） 

 電話：042-522-4232(午前9時～午後4時／土日・祝日・年末年始を除く毎日) 

 

●東京ウィメンズプラザ（女性用） 

 電話：03-5467-2455(午前9時～午後9時／年末年始を除く毎日) 

●東京ウィメンズプラザ（男性のための悩み相談） 

電話：03-3400-5313(午後5時～午後8時／祝日・年末年始を除く月・水曜日) 

 

●警視庁総合相談センター（女性・男性とも） 

 電話：03-3501-0110 (午前8時30分～午後5時15分／土日・祝日・年末年始を除く毎日) 

●立川警察署 生活安全課防犯係生活安全相談（女性・男性とも） 

 電話：042-527-0110(午前8時30分～午後5時15分／常時)*緊急の場合は110番(24時間) 


